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1　   コリント教会への手紙のアウトライン 
　A：教会の問題についての対処 
　　  (1)教会の分裂について(1章10節～4章21節) 
        (2)教会の無秩序な状態について(5章1節～6章20節) 
 
   B：教会の質問に答える 
　　  (1)クリスチャンの結婚に関する教え(7章1節～40節) 
　　  (2)クリスチャンの自由に関する教え(8章1節～10章33節) 
　　  (3)礼拝に関する教え(11章1節～14章40節) 
　　  (4)復活に関する教え(15章1節～16章24節)

「コリント教会へのパウロの手紙」を読んでみよう

　　今日の聖書箇所：9章16節～27節1

2　　今日のポイント：権利と自由
　 (1)前回までの復習 
　　 パウロは8章～10章までの中でクリスチャンが持つ自由について語りました。9章では、パウロが与え 
　 られた使徒職について語っています。使徒とは、弟子中の弟子とも言われ、イエス様に直接会った者で 
　 伝道や宣教、説教に特に召された人だと言われています。その使徒には、いわゆるこの世の仕事をしな 
　 い代わりに、教会の献金によってその生活を支えてもらう権利がありました。しかし、パウロはこれを 
　 敢えて用いずに、自らの手で仕事をし、宣教しました。自分が持っている権利ばかりを主張するのでは 
　 なく、福音のためにそれを用いないことをパウロは選び取ったのです。

　 (2)強いられてではなく、恵みの反応として 
　　　9章16節以降、パウロは「伝道」について集中して語っています。16節～18節ではパウロの強い使 
　  命感を語りました。16節では伝道は自慢できるようなことでもないし、逆に伝道しなければそれは災 
　  いに等しいと語りました。また17節では伝道を「創造主に強いられて(創造主訳)/私には務めが委ねら 
　  れている(新改訳)」と語りました。パウロがこれほどまでに、伝道に熱心になったのには理由がありま 
　  した。クリスチャンを迫害し結局は地獄行きだったはずが、イエス様に出会い、死から命へと人生の大 
　  転換を頂いたパウロにとって、イエス様を伝える伝道はイヤイヤながらする事でもなく、報酬を願って 
　  する事でもなく、ただただ恵みだったのです。パウロにとっては、福音伝道ができないことの方が苦痛 
　  で耐えられない事でした。 
　　　自分が頂いた救いの素晴らしさについて考える時、伝道への情熱が現れてきます。確かに現代では 
　  様々なプレッシャーを感じる事でもあります。もちろん、パウロのように自発的におこなることができ 
　  ればよりですが、時には使命感を持って一歩踏み出す事も必要です。なぜならば、この働きは永遠の命　
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　パウロは伝道を自分の使命だと語り、情熱のかぎりを尽くして、伝道に励みました。伝道はクリスチャ
ンにとっては奉仕の一つのような選択肢ではなく、必ずやるべき使命です。また伝道をしない代わりに、
奉仕を沢山するというように、何かと交代できる使命でもありません。なぜなら、その先に大切な命が掛
かっているからです。 
　パウロはその最優先の命に向かって、他者の立場になったり、自制したり、権利を放棄したりしなが
ら、進み続けました。 
　私たちも周りの大切な命を救う為に、パウロのようになるべき部分はないでしょうか。

　　に関わる事だからです。救急救命士が死にゆく命を放置することは正しい事でしょうか。 
　　　創造主は、未熟な私たちが伝道するという方法を用いて、イエス様の救いを今も伝えておられます。 
　　そのイエス様のお働きに参加することが伝道でもあるのです。 

　　(3)あらゆる人を救うために。 
　　　パウロは続けて、伝道に対する態度について語りました。20節では「ユダヤ人を導くためにユダヤ 
　　人と同じ生活をした」、21節では「異邦人を導くために、異邦人と同じ生活をした」と記録されてい 
　　ます。ユダヤ人が大切にしている慣習に倣ったり(テモテに割礼を施したり[初16•3]、頭を剃ったこと[初 
　　18•18]などが挙げられます)、逆にユダヤ人が律法で禁じている食物を食べた事や異邦人には割礼を強 
　　要しなかったことが具体例として挙げられます。これは、パウロが福音を伝えるために、何の基準もな 
　　く行動したという意味ではありません。福音という本質や基準については少しの妥協も許さないパウ 
　　ロでしたが、福音を伝える方法においては、融通や適応能力を発揮したことを意味しています。 
　　　しかし、現代人のクリスチャンの中には、この箇所を誤解して解釈している人もいます。未信者を伝 
　　道するために未信者と同じことをしなければならないと言って、一緒に大酒を飲んだり、麻薬をした 
　　り、性的に乱れた場所に出入りする理由にしている人がいます。ここは、伝道をするためには、主が喜 
　　ばれない方法や罪になる方法を用いても構わないという意味ではありません。 
　　　パウロは、当時、相互に対立していたユダヤ人の立場になって伝道し、また異邦人の立場からも伝道 
　　し、イエス様の語られた福音が何かの慣習や民族に依るものではない事をかえって明らかにしました。 

　　(4)競技者のように 
　　　パウロは24～27節に、伝道者の生き様を運動競技に参加する選手を例えに語っています。パウロが 
　　生きていた時代、古代オリンピックとも呼ばれたイストミア祭が行われていました。陸上競技が人気 
　　で多くの人が集まって、その競技を観覧しました。まさに、その様子を伝道者の生き様と重ねあわせた 
　　のです。運動選手は優勝のために、自制をします。自分のしたいこと、自分のやりたいことを何でもか 
　　んでも自己満足に陥ってしまっては、優勝は望めません。同じように、この地上で伝道者の歩みを進め 
　　る時に、自分のしたいこと、自分のやりたいことを何でもやって、その残りや余りの時間に伝道するの 
　　ではなく、大切な家族・友人・同僚・子供の永遠の命を勝ち取るために、自制しつつ、最優先事項の 
　　伝道に向かって歩んでいかなければなりません。 

　　分かち合ってみましょう
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